


　10月29日（土）、当院では特定非営利活動法人「ピンクリボン大阪」との共催に

より地下1階講堂にて、ママフェスタを開催しました。助産師相談、妊婦体験、

乳がんしこりタッチ体験、４Dエコー等のブースも多数出展し、来場された妊産

婦も含めた幅広い世代の女性とそのご家族にも好評でした。
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　プログラム・第一部では当院の産婦人科医でヴァイオリ

ン奏者の杉並範子先生を中心としたハープとチェロの合奏

による演奏会の後、当院・副院長の北田文則先生による「子

宮がんの原因予防と最新治療」をテーマとする講演を実施。

北田先生は最初に「子宮頸がんは今や征圧可能な病気に

なった」と前置きし、「それに比して20歳から40歳代の

若い世代の子宮頸がん罹患率・死亡率は急増しており、国

内では年間3000人近くが亡くなっている。特筆すべきは

発症の低年齢化で、出産年齢と発症年齢のピークが重なっ

ているのが大きな問題」と指摘しました。そして、子宮頸がんは性交による HPV（ヒトパピローマウイルス）

感染で発現すること、開発が進み2021年2月に新しい9価ワクチン（シルガード９）が承認を受けたこと等

を紹介し、「ワクチンをきちんと接種して、定期的にがん検診を受けることによって子宮頸がんのリスクは、

ほぼ制御出来る。若くして亡くなる方や、出産に支障が出る方を減少させるためにも、ぜひとも接種して頂

きたい」と呼びかけました。

　当院では10月よりマイナンバーカードを

健康保険証として利用できるようになりまし

た。これにより、急な入院時に困りがちな限

度額以上の窓口一時支払いが不要になった

り、確定申告が簡単になる等のメリットがあ

ります。

◆医療情報・システム基盤整備体制充実加算 (初診時 )

【加算1…4点】【加算2…2点 (マイナ保険証利用時 )】

詳細は厚生労働省ホームページでご確認ください。






